
神奈川医労連 

医療・介護にさらなる財政支援を 
（神奈川の仲間から）神奈川県医労連は昨秋、国・自治体・団体に対し、コロナ禍で疲弊する医療・介護現

場の「経営努力だけでは限界」である実態とともに、早急な公的資金の財政支援を求める行動を行ってきま

した。引き続き声をあげる運動を強めていきます。 

■記者会見■ 11 月５日、秋闘産別統一行動では、「国は医療・介護に財政支援を」の横断幕を作成し県内

の民医連３病院前での早朝宣伝を実施。 

あわせて県庁で記者会見を開き、実態調査の結果を公表しました。主な内容は、①２期連続で一時金が削

減されたこと、②長時間労働やサービス残業が増えたこと、③全自治体を対象とした「いのち署名」と連動

する請願・陳情の提出などです。 

■現場に痛みが■ 20 秋闘は、公務・民間を問わず収益減を理由にした賃金・労働条件引き下げ等が提案

されてきました。 

人事院勧告では 10 年ぶりに期末勤勉手当０・05 ヵ月引 き下げられ、民間では幾つかの単組で定昇見送
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りや手当等の廃止がされ、未組織

職場からの不当解雇や退職強要

等の労働相談も急増しました。 

日本医労連の実態調査では、感

染予防による職員の行動自粛が

続き、職場内でまともに会話をす

ることすら憚られるなかで、８割

以上が「ストレスや疲れが増して

いる」と回答した状況となってい

ます。 

■いのち守る政治に■ 政府はこの一年、感染予防や医療体制の整備などよりもＧＯＴＯキャンペーンを

優先し、後手後手の対応となった結果、年が明けても更に感染者が増え続けています。医労連がある病院の

組合員も陽性や濃厚接触者となるケースが出ています。コロナ感染は災害ではなく政府による人災である

と言わざるを得ません。 

脆弱にされ続けてきた医療体制を見直して、大幅な増員を求めるとともに、削減ありきの地域医療構想を

ストップし、いのちを守る政治に切り替えていきましょう。 

■コロナ禍での春闘■ 今年はコロナ禍から１年経過した中での春闘です。収益減を理由に、最前線でたた

かう医療・介護労働者に対し、安易な雇止め・賃金・労働条件の引き下げ等を許さず、賃上げや増員による

「組合員の生活を守る春闘」を展開していきます。 

地域医療を守る共同行動みやぎ連絡会 

県立がんセンターと 

 移転･統合東北ろうさい病院、 

仙台赤十字病院の 

現地存続を求める 

1万2,385筆の署名を県に提出写真上 
（1月26日河北新報）県医療労働組合連合会などは25日、県立がんセンター（名取市）と連携・統合協

議中の東北労災病院（仙台市青葉区）、仙台赤十字病院（太白区）の現地存続を求める1万2385筆の署名

簿を県に提出した。 

県医労連の中山修執行委員長と両病院の周辺住民ら17人が県庁を訪れ、佐野好昭副知事に手渡した。中

山執行委員長は「住民、患者、医療従事者らの声を受け止め、県民が望んでいることは何か見極めてほし

い」と訴えた。佐野副知事は「地域医療の重要性は認識している。高齢化や人口減が進む中で、現行の地

域医療サービスを継続するために求められることを検討しなければならない」と応じた。 



労組は連日行動！ 

仙台赤十字病院前早朝宣伝、 

地域へ反対署名ポスティング 

＆市中心部で街頭宣伝 

宮城県に対する反対署名提出の翌日 26 日（火）には、労働組合の取り組みが進められました。 

仙台赤十字病院前での早朝宣伝には 8 名が参加して移転統合反対ビラ等、職員に配布。その後に近隣住宅

へ反対署名等 1500 枚程のポスティングが行いました。昼宣伝には 10 名が参加して 200 筆の署名を集めて

います。 

ケースワーカーの増員で 、  

住民にきちんと寄り添える 体制に 

名古屋市職労 磯村 和佳子さん 

（自治労連女性部だよりから）私は、名古屋市中区役所で生活保護の担当をして

います。名古屋市は 区ごとで相違はありますが、中区では、４月に相談件数が急増

し、それ以降 、少し減る傾向にありましたが、８月に再び増となりました。   

担当しているケースでは 、「 年金だけでは暮らせず ホテルの清掃の 仕事をし

ていたがコロナでお客さんが激減し、 仕事がなくなってしまった 」「 息子に援助してもらい暮らしていた

が、コロナで息子の収入が減り、援 助もなくなった 」「夜の飲食店で 働いてい たが、コロナで閉店 、 仕

事を失った」「パチンコ店で働いていたが、コロナで仕 事に入れる日数が減り、うつ病を発症。仕事を失っ

た」「外国籍で無年金、エステで働い てい たが、コロナの影響で失職 」 もともとぎりぎりの暮らしをし

ていた人たちが、コロナでいよいよ暮らせなくなった事例がほとんどです。 そして女性が多い。非正規労

働者である 彼女たちは一生懸命働いても、このような情勢のあおりをうけ、真っ先に落層してきます。 国

民の権利ではありますが、 生活保護を受けたくて 保護を受ける人はいません。支援する施策がもっとあれ

ばと思います。  

名古屋市では圧倒的にケース ワーカーの数が足りません。厚労省の基準 80 ケース を大幅にこえて担

当しているため、受給世帯の訪問などに充分に取り組めません。職員を増やして、きちんと寄り添いたいで

す。今後さらに住民の暮らしが厳しくなるのではと思います。コロナの感染拡大が収まらない状況で、職場

や暮らしの中に解決すべき課題が山積 してい ます。自治体の施策、自治体職員の頑張りだけでなく、国が

住民のいのちと暮らしを守ることを最優先にする 政治が 求められていると思います 。 
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